
　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

県
内
の
公
営
住
宅
関
係
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
「
県
営
住
宅
の
ご
案
内
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
住
宅
供
給
公

社　

住
宅
サ
ー
ビ
ス
課

☎
０
５
４
（
２
５
５
）
４
８
２
４

お
知
ら
せ

　

医
療
従
事
者
を
目
指
す
中
学
１
・

２
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

漫
画
『
義
男
の
空
』
の
作
者
が
講
演

し
ま
す
。
本
市
の
会
場
で
は
、
焼
津

市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
る
講
演
会
を

映
像
配
信
し
ま
す
。

日
時　

１
月
17
日
　

午
後
１
時
15

分
〜
午
後
３
時

会
場　

い
〜
ら

対
象　

中
学
１
・
２
年
生
と
そ
の
保

護
者
、
そ
の
他
希
望
す
る
人

申
込
方
法　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。

定
員　

２
５
０
人

申
込
期
限　

１
月
８
日

問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
中
部
保
健
所

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
２
７
３

０
５
４
（
６
４
４
）
４
４
７
１

kfch
u
u
b
u
-iryo

u
@
p
ref.

shizuoka.lg.jp

　

毎
年
１
月
、
２
月
の
２
ヶ
月
間
、

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

献
血
者
が
減
少
す
る
冬
季
に
お
い

て
、
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給

を
確
保
す
る
た
め
に
、
新
た
に
成
人

式
を
迎
え
る
若
者
を
中
心
と
し
て
広

く
国
民
各
層
に
献
血
へ
の
理
解
と
協

力
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
場
所
は
、
県
内
３
カ
所
の
献

血
ル
ー
ム
の
他
、
静
岡
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

▼
中
部
保
健
所
衛
生

薬
務
課

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
２
８
９

▼
中
部
保
健
所
榛
原
分
庁
舎　

☎
（
22
）
１
１
５
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
令
和

３
年
元
旦
に
さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
で

予
定
し
て
い
た
「
初
詣
祈
願
式
」
お

よ
び
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
打
ち
上
げ
」

を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

鳥
居
は
さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
中
央

に
設
置
し
ま
す
の
で
、
密
を
避
け
て

ご
自
由
に
参
拝
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ま
き
の
は
ら
産
業
・

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

栗
田

☎
（
22
）
５
６
０
０

　

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
で
は
、

災
害
に
強
い
設
備
形
成
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
停
電
を
「
ゼ

ロ
」
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

停
電
発
生
時
、
停
電
地
域
や
復
旧

時
間
の
見
込
み
な
ど
の
情
報
を
、
同

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://teiden.

chuden.jp/

）
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
停
電
情
報
お
知
ら

せ
サ
ー
ビ
ス
」
を
通
じ
て
、
速
や
か

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
は
、
地
点

登
録
し
た
エ
リ
ア
で

停
電
が
発
生
・
復
旧

し
た
場
合
に
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お

知
ら
せ
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
停

電
情
報
を
す
ぐ
に
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
機

能
に
よ
り
、
停
電
や

設
備
に
関
し
て
気
軽

に
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

停
電
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

中
部

電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

☎
０
１
２
０
（
９
７
７
）
５
２
２

（
通
話
料
無
料
）

　

中
部
電
力
川
口
水
力
発
電
所
の
施

設
点
検
の
た
め
、
大
井
川
農
業
用
水

が
断
水
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
を
流
れ
る
河

川
や
水
路
も
断
水
し
、
消
火
活
動
な

ど
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
火
の
元
に
は
十
分
ご
注
意
の
上
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

１
月
１
日　

〜
５
日

問
い
合
わ
せ　

大
井
川
土
地
改
良
区

☎
０
５
４
７
（
37
）
７
１
５
１

　

静
岡
県
内
の
３
つ
の
農
業
共
済
組

合
（
静
岡
県
東
部
農
業
共
済
組
合
、

静
岡
県
中
部
農
業
共
済
組
合
、
静
岡

県
西
部
農
業
共
済
組
合
）
が
令
和
３

年
１
月
に
合
併
し
、「
静
岡
県
農
業

共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
）」

が
発
足
し
ま
す
。

　

新
し
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡
は
、
更

な
る
組
織
運
営
の
効
率
化
や
多
様
化

す
る
農
業
経
営
者
の
要
望
に
対
応
し

た
事
業
の
展
開
を
目
指
し
、
収
入
保

険
と
農
業
共
済
に
よ
り
、
農
業
経
営

者
の
皆
さ
ま
を
よ
り
一
層
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課　

浅
井

☎
（
53
）
２
６
１
８

　

静
岡
県
司
法
書
士
会
が
毎
年
行
う

「
相
続
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
に

合
わ
せ
て
、
本
年
も
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
１
回
30
分
、
相
談
料
無
料

で
、
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

２
月
13
日
　

午
前
９
時
〜

正
午

会
場　

さ
ざ
ん
か
２
階　

会
議
室
３

問
い
合
わ
せ　

司
法
書
士　

堀
池

☎
（
52
）
１
３
６
６

　

医
療
従
事
者
は
、
各
法
律
に
よ
り

２
年
に
１
度
、
12
月
31
日
現
在
の
就

業
状
況
（
医
師
、
歯
科
医
師
お
よ
び

薬
剤
師
は
す
べ
て
の
有
資
格
者
）
を

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

12
月
中
旬
ご
ろ
、
県
か
ら
各
職
場

を
通
じ
て
「
届
出
票
」
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
期
限
ま
で
に
就
業
地
（
医

師
、
歯
科
医
師
お
よ
び
薬
剤
師
は
住

所
地
で
も
可
）
を
管
轄
す
る
保
健
所

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
届
出
票
が
配
布
さ
れ
な
い

場
合
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月
15
日
金

提
出
先　

▼
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
＝
就
業
地
ま
た
は
住
所
地
を
管

轄
す
る
保
健
所
▼
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
士
＝
就
業
地
を
管
轄
す
る

保
健
所

問
い
合
わ
せ　

▼
医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
＝
静
岡
県
健
康
福
祉
部
政
策

管
理
局
健
康
福
祉
政
策
課
企
画
班

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
３
６
３

▼
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工

士
＝
静
岡
県
健
康
福
祉
部
医
療
局
地

域
医
療
課
看
護
師
確
保
班

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
７
６
２

　

テ
レ
ワ
ー
ク
を
始
め
と
し
た
「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
対
応
す
る
た
め

の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
係
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

工
事
を
実
施
す
る
居
住
者
、

居
住
予
定
者
（
個
人
に
限
る
）

補
助
額　

最
大
35
万
円
（
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
費
用
の
半
額
）、
県
産
材
利

用
に
よ
る
補
助
金
加
算
あ
り
（
最
大

14
万
円
）

申
込
期
限　

２
月
26
日
金
（
必
着
）

問
い
合
わ
せ　

一
般
財
団
法
人
静
岡

県
建
築
住
宅
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
０
２
）
５
５
７
６

募　

集

　

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い

る
マ
マ
の
た
め
の
、
親
子
の
絆
作
り
、

親
同
士
の
仲
間
作
り
と
育
児
の
知
識

を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
22
日

・
29
日

・
２

月
５
日

・
12
日
　

午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

さ
ざ
ん
か　

多
目
的
室

対
象　

令
和
２
年
７
月
25
日
〜
令
和

２
年
11
月
21
日
生
ま
れ
の
第
１
子
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
母
親

申
込
方
法　

対
象
者
に
は
直
接
案
内

通
知
を
郵
送
。
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー(

さ
ざ
ん
か
内
）
へ
直

接
申
し
込
む
。

定
員　

８
組

参
加
費　

１
１
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限

12
月
25
日

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
込
先　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　

田
中

☎
（
23
）
０
０
８
３

日
時　

２
月
23
日　
　

午
後
１
時
15

分
〜
午
後
２
時
40
分
（
開
場
は
午
後

０
時
30
分
）

会
場　

い
〜
ら

テ
ー
マ　
「
戦
国
の
女
性
た
ち
と
城
」

講
師

小お

和わ

田だ

哲て
つ

男お

氏
（
静
岡
大
学

名
誉
教
授
）

申
込
方
法　

整
理
券
を
１
月
12
日
火

か
ら
社
会
教
育
課
（
相
良
庁
舎
３
階
、

榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
無
料
配
布

＊
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
不
可

定
員　

先
着
２
０
０
人

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

山
本

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

音
響
反
響
板
を
設
置
し
た
ス
テ
ー

ジ
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

１
月
22
日

・
23
日

・

24
日

時
間　

▼
22
日

＝
午
後
４
時
〜
午

後
９
時
▼
23
日

・
24
日

＝
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

会
場　

い
〜
ら

対
象　

ど
な
た
で
も
（
市
外
の
人
も

可
）　

＊
未
就
学
児
、
小
学
生
は
保

護
者
の
付
き
添
い
が
必
要

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

参
加
費　

１
時
間
単
位
、
事
前
納

付
▼
１
台
＝
５
０
０
円
▼
２
台
＝

１
０
０
０
円

申
込
先　

社
会
教
育
課
（
榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）　

大
石

☎
（
23
）
０
０
０
２

　

ご
質
問
や
詳
細
な
ど
は
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　

放
射
線
技
師
（
新
卒
）

募
集
人
数　

２
人

採
用
日　

４
月
１
日

試
験
日　

１
月
14
日
　

＊
午
前
９

時
45
分
〜
受
付
開
始

試
験
内
容　

面
接
、
適
性
検
査

提
出
書
類　

履
歴
書
・
成
績
証
明
書
・

卒
業
見
込
み
証
明
書

申
込
期
限　

１
月
８
日

（
必
着
）

＊
郵
送
可

問
い
合
わ
せ　

榛
原
総
合
病
院　

人

事
・
採
用
担
当　

片
瀬

☎
（
22
）
１
１
３
１

﹇
自
衛
官
候
補
生
﹈

　

自
衛
官
と
し
て
最
も
一
般
的
で
、

曹
お
よ
び
幹
部
へ
の
道
も
開
か
れ
た

コ
ー
ス
で
２
〜
３
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
し
ま
す
。

資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

試
験　

２
月
13
日

申
込
期
限　

試
験
は
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
藤

枝
地
域
事
務
所

☎
０
５
４
（
６
４
３
）
６
３
９
１

　

日
程
と
受
付
時
間
帯
に
つ
い
て
は

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
日　

３
月
18
日
木
〜
29
日
月
ま

で
の
期
間
で
、
各
出
願
区
分
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
日

募
集
定
員　

１
０
０
０
人

出
願
資
格　

中
学
校
卒
業
見
込
み
の

人
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
高
等

学
校
転
入
学
希
望
者
、
中
退
者
な
ど

入
学
者
選
抜　

書
類
審
査
に
よ
る

出
願
書
類　

①
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
入

学
説
明
会
（
後
述
）
に
参
加
し
て
入

手
②
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
直
接
入
手
＝

休
校
日
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
電
話

で
確
認
の
上
、
来
校
し
て
く
だ
さ
い

③
郵
送
で
入
手
＝
返
信
用
封
筒
（
角

１
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、

５
１
０
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を

同
封
し
、
左
記
へ
郵
送

郵
送
先　

〒
４
２
０ -

８
５
０
２

静
岡
市
葵
区
城
北
二
丁
目
29
番
１
号

静
岡
中
央
高
等
学
校　

中
央
キ
ャ
ン

パ
ス
「
願
書
配
布
係
」

入
学
説
明
会　

県
内
３
キ
ャ
ン
パ
ス

（
東
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
三
島
市
）、
中

央
キ
ャ
ン
パ
ス
（
静
岡
市
）、
西
部

キ
ャ
ン
パ
ス
（
湖
西
市
））
で
実
施

し
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
程　

①
１
月
31
日
日　

午

後
２
時
〜
②
２
月
17
日
水　

午
後
２

時
〜

問
い
合
わ
せ　

静
岡
中
央
高
等
学
校

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
０
５
４
（
２
０
９
）
２
４
３
１

　

放
送
大
学
で
は
、
10
代
か
ら
90
代

の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万
人
の
学
生

が
「
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
学
び

を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
は
、
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
時
に
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

▼
第
１
回
＝
２
月
28
日

第
２
回
＝
３
月
16
日

資
料
請
求
先　

放
送
大
学
静
岡
学
習

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
（
９
８
９
）
１
２
５
３

講
習
会
番
号　

Ｂ
20-

１
７
０

日
時　

１
月
31
日

・
２
月
７
日

（
２
日
間
）　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

10
分
（
両
日
）

会
場　

御
前
崎
市
佐
倉
地
区
セ
ン

タ
ー
（
元　

佐
倉
公
民
館
）

講
習
費
用　

▼
大
人
・
大
学
生
＝

２
万
３
１
５
０
円
▼
小
中
学
高
校
生

＝
９
８
５
０
円

申
込
期
限　

１
月
25
日

申
込
先　

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
振

興
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
静
岡
県
中
部

受
付
代
行　

榛
南
無
線
電
器　

増
田

☎
（
52
）
２
３
９
３

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
は
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
６
分
の
１
サ
イ
ズ
の
コ
ー

ト
で
楽
し
め
る
室
内
競
技
で
す
。
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
く
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象

18
歳
以
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
た
い
人
、
体
を
動
か
し
た
い

人
（
初
心
者
も
経
験
者
も
大
歓
迎
）

練
習
日　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

30
分

場
所　

旧
片
浜
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ　

牧
之
原
市
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
相
良
ク
ラ
ブ　

代
表　

後
藤

☎
０
９
０
（
３
９
６
８
）
２
８
４
６

あ
な
た
も
べ
ビ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
男ひ
と

と
女ひ
と

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
榛
原
総
合
病
院
」で
ぜ
ひ

一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

「
な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
道
」自
衛
官
募
集
案
内

い
〜
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
み
よ
う
！

祝

新
し
い
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
静
岡

誕
生
で
農
業
を
サ
ポ
ー
ト

「
次
代
の
医
師
を
育
む
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
す

い
つ
か
し
よ
う
を
、
今
に

し
よ
う
。
は
た
ち
の
献
血

停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー

ビ
ス
の
ア
プ
リ
を
ご
紹
介

施
設
点
検
の
た
め
大
井
川

農
業
用
水
が
断
水
し
ま
す

県
立
静
岡
中
央
高
等
学
校

通
信
制
の
課
程
生
徒
募
集

放
送
大
学
で
は
２
０
２
１

年
４
月
入
学
生
を
募
集
中

第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技

士
養
成
課
程
講
習
会
の
募
集

一
緒
に
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

県
司
法
書
士
会
が
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

医
療
従
事
者
は
就
業
状
況

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
応
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
補
助

祝

初
詣
祈
願
式
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
花
火
中
止
の
お
知
ら
せ

県
営
住
宅
の
入
居
希
望
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

本
市
の
会
場
で
は

会
館
で
行
わ
れ
る
講
演

信
し
ま
す
。

１
月
17
日

午
後
１

後
３
時

い
〜
ら

中
学
１
・
２
年
生
と
そ

そ
の
他
希
望
す
る
人

法

ホ
ー
ム

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

で
申
し
込
む
。

２
５
０
人

限

１
月
８
日

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため
中止となりました。


